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性Hormonト 血 液 凝 固

第IV報

Enarmonノ 影 響 ニ 就 テ

岡山醫科大學藥理學教室(主 任奥島教授)

白 坂 正

緒 言

余 ハ1),2)曩 ニ雌 性 家 兎 ニ於 テ女 性Hormonノ

血 液凝 固機 轉 ニ及 ボ ス影 響 ヲ檢 索 シ,卵 巣 濾 胞

Hormonタ ルOvahormonが 血 液 凝 固 ヲ催 進 ス

ル作 用 ヲ有 スル ニ反 シ,黄 體Hormonタ ルOo-

hrmin-Lutemnハ 之 ヲ抑 制 スル 性 質 ヲ有 スル コ

トヲ確 認 セ リ.又 兩 側 卵巣 全 剔 出 ヲ施 行 セ ル動 物

ニ於 テ ハ血 液 凝 固 時 間 ノ遲延 スル コ ト,即 チ去 勢

ハ 血 液凝 固 ニ對 シ抑制 的 ニ影 響 スル コ ト ヲ證 明

シ,且 其 ノ後 ニ於 ケル 卵巣 濾 胞,黄 體 兩Hormon

ノ影 響 ヲ闡 明 セ リ.更 ニ余ハ 前報3)ニ 於 テ 出血 時

間 及 ビ出血 量 ニ及 ボ ス上 記兩Hormonノ 作 用竝

ニ去勢 時 ニ於 ケ ル影響 ヲ檢 討 シ タル ニ,血 液 凝 固

性 ノ場 合 ト略 ボ 同 軌 ノ現 象 ヲ表 スモ ノナル コ トヲ

證 明 セ リ.即 チ之 等2種 ノ 女性Hormonハ 藥 理

學 的 及 ビ生物 學 的 ニ多 ク ノ場 合協 同 的 ニ作 用 スル

モ,亦 之 等 ハ屡 々拮 抗 的 ニモ作 用 シ テ生 活現 象 ヲ

圓 滑 ニ遂 行 セ シ ムル 役割 ヲ有 スルモ ノ ニシ テ,コ

ノ血 液凝 固 ナ ル機 轉 ニ關 シ テ ハ互 ニ拮 抗 セ ル モ ノ

ナ ル ヲ識 リ タ リ.

茲 ニ於 テ余 ハ 又 男性Hormonト 血 液凝 固 トノ

係 及 ビ雄性 家 兎 ノ去 勢 ガ血液 凝 固 ニ及ボ ス影 響

竝 ニ去 勢 時 ニ於 ケル 男性Hormonノ 作 用 如 何等

ニ就 キ識 ラ ン ト欲 セ シ ガ,之 ニ關 スル詳 細 ナ ル報

告 未 ダ無 キ モ ノ ノ如 ク,仍 テ余 ハ之 ヲ究 明 セ ン コ

トヲ志 シ,本 實驗 ヲ企圖 マ リ.而 シ テ本 編 ニ於 テ

ハ 血液 凝 固時 間 乃至 凝 固 要 素 ノ測 定 ノ ミナ ラ ズ,

出 血時 間 及 ビ 出血 量 ノ檢 討 ヲ モ併 セ 試 ミ,之 等 ニ

對 スル作 用機 轉 ノ批 判 考 察 ヲ行 ヘ リ.

實驗材料及ビ實驗方法

實 験 動 物 ハ2-2.8kgノ 白 色 雄 性 家 兎 ヲ使 用 シ,

實驗ハ常ニ空腹時 ニ施行セリ 血液凝固時間ノ測

定ハ 余 ノ前 報 ニ於 ケル ト同樣 田 中4)ノ 法 ニ據 リ,

凝 固 要 素 測 定 ニハWohlgemuth5)及 ビ 田 中6)法 ニ

從 ヒ,尚 ホ出 血時 間 及 ビ 出血 量 測 定ハ 青 山7)ノ 法

ニ據 ル コ トトセ リ.藥 物 トシ テハEnarmon(武

田)ヲ1囘 ニ15 H.E. (Hahnenkamm Einheit)宛

適 用 セ リ.而 シ テ本編 ニ於 テ モ 大 體 動 物 ヲ次 ノ4

群 ニ分 チ テ,其 ノ各 々 ニ就 キ夫 々血液 凝 固時 間 ノ

變 化,凝 固要 素 ノ消 長竝 ニ出 血 時 間 及 ビ出血 量 ノ

動 搖 ヲ觀 察 セ リ.即 チ

1) 正 常 家 兎 ニEnarmon單 囘 注射 ノ影響

2) 正常 家兎 ニEnarmon反 覆 投 與 ノ影 響

3) 兩 側睾 丸全 剔 出 ノ影 響

4) 去勢 動 物 ニEnarmon反 覆 投 與 ノ影 響

而 シ テ去 勢 ノ場 合 ニ於 テ ハ,血 液 凝 固,出 血 時

間及 ビ 出 血量 等 ハ去 勢後 約7-8日 ニ シテ,術 前 ノ

状 態 ニ 恢 復 スル コ トヲ 實驗 的 ニ 確 知 シ タル ヲ 以

テ,去 勢 後 ノ藥 物 適 用 ハ總 テ術 後 第8日 ヨ リ始 ム

ル コ ト トセ リ.

(本 實 驗 ハ昭 和14年12月 ヨ リ 同15年10月 ノ

間 ニ施 行 セ リ.)

60



性Hormonト 血液凝固(第4報) 1007

實驗成 績

I. 血液凝固時間

1) Enarmon單 囘注射ガ正常家兎ニ及ボス

影響

本 物 質0.5cc (15H.E.)ヲ 筋 肉 内 ニ適 用 スル ニ,

注射 後2-3時 間 ハ何 等變 化 ヲ觀 ザル モ,多 ク ノ場

合 ニ於 テ其 ノ第4-6時 間 ニ亙 リ 凝 固時 間 ハ 極 ク

僅 微 ニ短 縮 スル ヤ ニ窺 ハ ル(第1表 參 照).

第1表 Enarmon注 射 ガ正常雄性 家兎血液凝固時間 ニ及 ボス影響

Enarmon 0.5cc (15 H.E)筋 肉内

第2表 Enarmon連 日注射 ガ正常雄性家 兎血液凝 固時間 ニ及ボ ス影響

Enarmon 0.5cc (15H.E)筋 肉内

61



1008 白 坂 正

2) Enarmon反 覆注 射 ガ正 常 家 兎 ニ及 ボ ス

影 響

家 兎 ニ本Hormonヲ 反 覆 投 與(毎 日1囘,8日

間)ス ル ニ,第2表 ニ示 セ ル ガ如 ク,注 射 開始 第

5-6日 頃 ニ至 レバ,極 ク輕微 ナ ル凝 固 時 間 ノ短 縮

ヲ始 メ,注 射終 了後4-5日 間 ニ亙 リ,輕 度 ナ ル モ

稍 々明 瞭 ナル作 用持 續 ヲ觀,注 射終 止 後 大 凡10日

ニシ テ略 ボ正 常 ニ復 歸 スル ガ 如 シ.例 之,表 中 第

1例 ニ就 キ詳述 セ ンニ,注 射 前 凝 固 ノ 第I, II期 ガ

夫 々2′30″, 12′30″ヲ示 セル ニ,注 射 開始 第6日 目

ニハ 夫 々2′10″, 12′ニ注 射 終 了 後約4日 間 ハ 夫 々

2′, 11′30″ノ如 ク稍 々 明瞭 ナル 短縮 ヲ示 シ,注 射

終 止 後10日 目 ニ至 レバ夫 々2′20″, 12′30″ナ ル大

約 注 射 前 ノ成績 ニ恢 復 セル ヲ觀 ル.

3) 去勢 ノ影響

去 勢 動 物 ニ就 テ凝 固時 間 ノ變 化 ヲ觀 察 スル ニ,

第3表 ニ觀 ルガ 如 ク,術 直 後 ニハ凝 固時 間 ハ相 當

ニ短 縮 ス レ ドモ,7-8日 ヲ經 レバ 術前 ノ成 績 ニ恢

復 シ,術 後 第12-14日 ノ頃 ニ至 レバ却 ツ テ其 ノ延

長 ヲ招來シ,コ ノ現象ハ術後約3週 日目頃ニ於テ

最 顯 著 ナ ル如 シ.其 ノ後 ハ 再 ビ漸 次正常 ニ 向 ヒ,

尠 ク トモ術 後40-50日 ヲ經 レバ,大 約 術 前 ノ状 態

ニ復 歸 スル ラ ノ ノ如 シ(第3表 參 照),

第3表 雄性家兎 ノ去勢ガ血液凝固時間ニ及ボス影響
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4) 去勢 家兎ニEnarmon反 覆投與ノ影響

今去勢後8日 ヲ經テ凝固時間ノ術前ニ恢復セル

モノニ,本 物質ヲ反覆投與スルニ,第4表 ノ如キ

成績 ヲ獲 タリ.本 表ヲ觀ルニ注射施行中ハ凝固時

間ノ動搖少タ,即 チコノ時期ハ元來去勢ノ影響ニ

因 リ僅少ヲル延長 ヲ招來 スベキ時期ナレドモ,本

物質投與中ハ其ノ影響ニ依リ血液凝固ガ催進サル

ル ヲ以 ヲ,之 等 全 タ相 反 スル兩 作 用 力,相 伯 仲 セ

ル タ メカ,凝 固時 間 ハ大 ナル 變 化 ヲ觀 ザ ル モ 注射

終 止 ノ頃 ヨ リ1-2週 間 ニ亙 リ 僅 微 ナル 其 ノ延 長

ヲ示 シ,コ ノ場 合 ニ モ術 後 約40日 ノ頃 ニ至 レバ去

勢 前 ノ状態 ニ復 歸 スル モ ノ多 キ ガ 如 シ(第4表 參

照).

第4表 Enarmon連 日注射 ガ雄性去勢家兎血液凝固時間ニ及ボス影響

II. 血 液凝固要素量

前述ノ如クEnarmonノ 單囘或ハ反覆注射,兩

側睾丸全剔出及ビ斯 カル去勢動物ニ於ケル本物質

反覆投與ハ孰 レモ血液凝固時間ニ一定ノ變化 ヲ與

フルモノナレ ドモ,斯 カル場合ニ血液凝固要素量

モ亦變 調 ヲ蒙 ル モ ノ ナ リヤ否 ヤ ヲ觀 ンガ 爲 ニ余 ノ

次 ノ如 キ4群 ノ動 物 ニ就 キ檢 索 ヲ試 ミタ リ.尚 ホ

凝 固 要 素 トシ テハFibrinogen及 ビThrombin

ニ就 テ測 定 セ リ.

1) Enarmon單 囘注 射 ノ影 響

本 物 質 單 囘 注 射 後 時 間 的 ニFibrinogen及 ビ

Thrombin量 ノ消 長 ヲ觀 ル ニ,コ ノ際 ニ於 テハ 何

等 變 化 ヲ蒙 ラザ ル ガ如 シ(第5, 6表 參 照).
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第5表 Enarmon注 射 或ハ去勢 ガ雄性家 兎血 中Fibrinogen含 量 ニ及 ボス影響

第6表 Enarmon注 射 或 ハ去勢 ガ雄性家 兎血 中Thrombin含 量 ニ及 ボ ス影響

2) Enarmon反 覆 投 與 ノ影 響

正 常 家 兎 ニ 本 物 質反 覆 投 與 第10日 目 ニ於 ケ ル

之 等 兩 要 素 量 ノ動 搖 ハ顯 著 ナ ラザ ル モ,兩 要 素 ト

モ注 射 前 ニ比 シ僅微 ノ増 加 ヲ招來 セ ル ガ如 シ(第

5, 6表 參 照)

3) 去勢 ノ影響

去勢後第21日(去 勢 ノ影響最顯著ナリト想ハル

ル時 期)ニ 於 ケルFibrinogen及 ビThrombin量

ニ就 キ テ ハ,之 モ第5及 ビ6表 ニ掲 示 セ ル如ク,

甚 ダ輕 度 ナ レ ドモ兩者 トモ稍 々其 ノ減 少 ヲ來 セ ル
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ガ如 シ.

4) 去勢 家兎 ニEnarmon反 覆 投 與 ノ影 響

去 勢 家 兎 ニテ術 後 第8日 ヨ リ本 物 質 ヲ反 覆投 與

セ ル モ ノ ニ就 キ,注 射 開 始第10日 目 ニ於 ケル之 等

要 素量 ヲ測 定 スル ニ,兩 者 トモ大 ナ ル變 化 ヲ蒙 ラ

ザ ル モ ノ ノ如 シ(第5, 6表 參 照).

III. 出血 時 間及 ビ 出血 量

余 ハ前 章 ニ於 テ正 常 竝 ニ去 勢 家 兎 ニ就 キEnar-

monノ 作 用 ヲ檢 査 シ タ ル ニ,本 物 質ハ 血 液 凝 固 性

ニ對 シ輕度 ナ ガ ラ催 進 的 ニ作 用 スル コ トヲ識 ル ヲ

得 タ リ.茲 ニ於 テ余 ハ 更 ニ本 物 質 ノ出血 時 間及 ビ

出血 量 ニ及ボ ス影 響 ヲ究 明 セ ン ト欲 シ,次 ノ如 キ

實 驗 ヲ施 行 セ リ.

1) Enarmon單 囘 注 射 ノ影 響

本物 質 單 囘投 與 後 時 間 的 ニ觀 察 ヲナ スニ,出 血

時 間 及 ビ出血 量 ハ著 明 ナル 變 化 ヲ蒙 ラズ,僅 ニ注

射 後4-6時 間 ニ於 テ極 輕 微 ナ ル 出血 時 間短 縮,出

血 量 減 少 ヲ招 來 セ ルヤ ニ窺 知 サ ル ル コ ト多 シ(第

7表 參 照).

第7表 Enarmon注 射 ガ正常雄性家 兎出血 時間竝 ニ出血 量 ニ及ボ ス影響

Enarmon 0.5cc (15 H.E)筋 肉 内Mハccニ テ現ス

2) Enarmon反 覆 注射 ノ影 響

正 常 家兎 ニEnarmonヲ 毎 日1囘8日 間反 覆 投

與 スル ニ,注 射 第6日 目頃 ヨ リ輕 微 ナ ル 出血 時 間

短 縮,出 血 量 減少 ヲ始 メ,最 終 注 射 ノ頃 ヨ リ3-

5日 間 ニ亙 リテ ハ 輕 度 ナ ガ ラ稍 々明瞭 ナ ル 同作 用

ノ持 續 スル ヲ認 ム.注 射 廢 止 後8-10日 ヲ經 レバ

再 ビ正 常 ノ状態 ニ復 歸 スル モ ノ ノ如 シ.而 シ テ其

ノ影 響 ハ比 較 的 輕 度 ナ ル モ,大 多 數 ノ實 驗 例 ニ於

テ其 ノ發現 ヲ觀 ル(第8表 參 照).

3) 去 勢 ノ影 響

次 ニ兩 側睾 丸 全剔 出家 兎 ニ就 テ,出 血 時 間 及 ビ

出血 量 ノ變 化 ヲ觀 ルニ,術 直後 ヨ リ數 日 間ハ 手 術

ノ影 響 ニ因 リ夫 等 ノ短 縮 乃 至減 少 ヲ來 スモ,術 後

7-8日 ヲ經 レバ 略 ボ 術 前 ノ状態 ニ 復 歸 スル コ ト

前述 ノ血 液 凝 固 時 間 ノ場 合 ト全 ク 同軌 ナ リ.而 シ

テ去 勢 後第12-21日 頃 ニ 至レバ,出 血 時 間 ハ 却

ツテ 少 シ ク延 長 シ,出 血 量 モ 亦 之 ニ 伴 ヒ テ増 加

ス.即 チ 之 ヲ第9表 中 ノ第3例 ニ就 テ詳 述 セ ンニ,

術 前 出血 時間 及 ビ 出血 量 ノ夫 々1′25″, 0.5ccナ リ

シ モ ノ ガ,去 勢 ノ 翌日 ニハ 夫 々1′10″, 0.35ccニ

低 下 セ ル モ,術 後 第8日 ニ至 レバ既 ニ 夫 々1′25″,

0.5ccナ ル 正常 ノ値 ニ 恢 復 セ ル ヲ觀,次 ニ去 勢後

第14日 ニ於 テハ 夫 等 ハ1′35″, 0.6ccノ 如 ク 僅 微

ニ夫 々延 長乃 至 増 加 ヲ示 シ,コ ノ現 象 ハ 術後 第21

日 ノ頃 ニハ1′40″, 0.65ccノ 如 キ 稍 々顯 著 ナル影

響 ニ達 ス.然 レ ドモ夫 レ以後 ハ再 ビ漸 次 正 常 値 ニ

接 近 シ,尠 タ トモ 去 勢 後40-50日 ヲ經 ル 頃 ニ至

レバ,去 勢前 ノ成績 ニ復 歸 ス ルモ ノ ノ如 シ(第9

表).

4) 去 勢 家 兎 ニEnarmon反 覆 投 與 ノ影 響

去勢 後8日 ヲ經 テ出 血 時 間 及 ビ 出血 量 ノ術 前 ノ

状 態 ニ恢 復 セル モ ノ ニ本 物 質 ヲ毎 日1囘8日 間 反

覆 投與 シ其 ノ 影 響 ヲ觀 ル ニ 第10表 ニ示 セ ルガ 如

ク,前 章 凝 固 時 間 ノ場 合 ト略 ボ同 樣 ニ,藥 物 投與

65



1012 白 坂 正

第8表 Enarmon連 日注射 ガ正常雄性

家兎出血時間竝 ニ出血量ニ及ボ
ス影響

Enarmon 0.5cc, 15H.E筋 肉 内

Zハ 分 秒,Mハccニ テ表 ス

中 ハ特 ニ觀 ル 可 キ動 搖 ヲ示 サ ザ ル モ,注 射 終止 ノ

頃 ヨ リ約2週 間 ニ亙 リテ輕微 ナ ル 出血 時 間 ノ延 長

及 ビ出血 量 ノ増 加 ヲ招 來 スル モ ノ 多 キ ガ如 シ.即

チEnarmonノ 反覆 投 與 ハ 去 勢 ニ因 ル 出 血時 間 ノ

延 長及 ビ 出血 量 ノ増 加 ヲ投 與 期 間 中抑 止 スル作 用

ヲ有 ス.

總 括 竝 ニ 考 察

1) 血 液 凝 固 時 間

先 ヅ正常 家 兎 ニEnarmonヲ1囘 筋 肉 内 ニ投 與

第9表 雄性家兎ノ去勢ガ出血時間竝ニ

出血量ニ及ボス影響

スル ニ,多 ク ノ場 合注 射 後4-6時 間 ニ於 テ凝 固時

間 ノ僅 微 ナ ル短 縮 ヲ示 ス ヲ見 ル.本 物 質 ノ反 覆投

與 ニ際 シテ ハ,注 射 第5日 頃 ヨ リ凝 固 時 間 ノ短縮

スル ノ傾 向 ア リ.第8日 ノ最 終 注 射 ノ頃 ヨ リ3-5

日間 輕 度 ナ ル モ稍 々明瞭 ナ ル短 縮 ヲ持 續 シ,注 射

終 止後 約10日 前後 ニシ テ 正 常 ニ恢 復 スル ヲ常 ト

セ リ.之 等 ノ場 合 ニ作 用發 現 ノ甚 ダ緩 漫 ナル ハ,

藥 劑 ガ油 溶 劑 ニ シテ 其 ノ吸收 ノ極 メテ緩 徐 ナル ニ

因 ル ナル ベ ク.又 其 ノ反 覆 投與 ニ際 シ テ,作 用 ノ

持 續 的 ナ ル ハ,カ カルHormonノ 特 殊 オ ル性 状
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第10表 Enarmon連 日注射ガ雄性去勢家 兎出血時間竝 ニ出血量ニ及ボス影響

ニ基 ク トコ ロナ ラ ン.次 ニ兩 側 睾丸 全剔 出家 兎 ニ

於 ケル變 化 ヲ檢 討 スル ニ,術 直後 ヨ リ數 日間 ハ手

術 ノ影 響 ニ 因 リ,凝 固 時 間 ハ稍 々短 縮 ヲ來 スモ術

後 第7-8日 ニ至 レバ 殆 ド全 部 術 前 ノ 成 績 ニ恢 復

ス.而 シ テ 術 後 第12-14日 ニ至 レバ 凝 固 時間 ハ

却 ツテ少 シ ク延 長 シ,コ ノ傾 向ハ 多 ク ノ場 合術 後

約第3週 日 ノ頃最 顯 著 ナル モ ノ ノ如 シ.然 レ ドモ

コノ際 ニ於 ケル變 化 ハ比 較 的 輕度 ニ シテ,余 ノ前

報 ニ見 タル 卵巣 全剔 出後 ノ變 化 ニ比 ス レバ甚 ダ劣

弱 ナ リ.去 勢 動 物 ノ術 後 第8日 ヨ リEnarmonヲ

反覆投與スルニ,注 射繼續中ハ其 ノ凝固時間ハ殆

ド動 搖 ヲ觀 ザ ル モ 注 射 終 止 後 約2週 間 ニ亙 リ テ

ハ,箸 明 ナ ラザ ル モ凝 固 時 間 ノ遲延 ヲ示 ス.是 レ

恐 ラク去 勢 ハ凝 固 ニ抑 制 的影 響 ヲ與 フル モEnar-

monハ 之 ニ催 進 的 ニ 作 用 スル ガ 故 ニ 其 ノ投 與 中

ハ之等兩影響ノ相殺 ニ依 リ凝固時間ハ變化ヲ起サ

ザ ル モ,注 射 終 止後 ハEnarmonノ 作 用 消 失 ニヨ

リ,去 勢 ノ影響 ガ擡 頭 スル ニ基 クモ ノ ナ ラ ン.

2) 血 液 凝 固 要 素量

Enarmonノ 單 囘 注射 ニ際 シ テ ハFibrinogen

及 ビThrombin量 ハ殆 ド變 化 ヲ來 サ ズ.其 ノ反 覆

投 與 ノ場 合 ハ 注射 開 始 第10日 目 ニ於 テ 夫 等 兩 要

素 量 ハ 著 シキ動 搖 ヲ呈 セザ ル モ,注 射 前 ニ比 ス レ

バ 何 レモ僅 微 ニ増 加 セル ヲ認 ム.又 更 ニ去 勢 動 物

ニ於 テ 術後21日 目 ニ 檢 スル ニ
,之 等 兩要 素 量 ハ

孰 レモ術 前 ニ比 シ輕 微 ナル 減 少 ヲ示 ス.最 後 ニ去

勢 家 兎 ニEnarmonヲ 反 覆 投 與,第10日 目 ニ於 ケ

ル 兩凝 固要 素 量 ノ變 化 ハ一 定 ナ ラズ.著 シキ 變 化

ナ キ モ ノ ノ如 シ.要 之,之 等 ノ場 合 ニ於 ケル 凝 固

要 素 量 變 化 ハ孰 レモ顯 著 ナ ラズ,殊 ニ前 報 雌 性 家

兎 ニ於 ケル 女 性Hormrn又 ハ 去 勢 ノ 影 響 ニ比 ス

レバ遙 ニ輕 度 ナ レ ドモ,大 體 ニ於 テ凝 固 時 間 ノ變

67



1014 白 坂 正

化 ト略 ボ 一 致 セ ル消 長 ヲ示 ス ヲ觀 ル.

3) 出血 時 間 及 ビ出血 量

Enarmon單 囘 注 射 ノ影 響 ハ 顯 著 ナ ラ ザル モ,

注 射 後4-6時 間 ニ亙 リテ 僅 ニ 出血 時 間 ノ 短 縮,

出血 量 ノ減 少 ヲ示 スモ ノ多 シ.反 覆 投與 ニ際 シ テ

ハ,注 射 開 始第5-6日 ヨ リ極 輕 度 ノ 出血 時 間 ノ

短 縮,出 血 量 ノ減 少 ヲ示 シ,第8日 最 終 注射 後 數

日間 ハ 稍 々明瞭 ナ ル同 作 用 ヲ持 續 シ,注 射終 止後

約10日 ヲ經 レバ再 ビ正 常 ノ値 ニ復 歸 ス.去 勢 家兎

ニ於 テ ハ.術 直後 ヨ リ數 日間 ハ手 術 ノ影 響 ニ因 リ

一 時 的 出血 時 間 短 縮,出 血 量 減 少 ヲ示 スモ,術 後

約7-8日 ヲ經 レバ術 前 ノ状 態 ニ恢 復 シ,術 後 第12

-21日 ノ間 ハ 却 ツ テ僅 少 ナ ル 夫 等 ノ延 長及 ビ増

加 ヲ招 來 シ,術 後 大 約40日 ヲ經 レバ 再 ビ 正 常 状

態 ニ復 歸 スル ヲ觀 タ リ.更 ニ去 勢 家 兎 ニEnar-

monヲ 反 覆投 與 ス レバ,其 ノ投 與 中 ハ 出血 時 間 及

ビ量 ノ變 化 ヲ認 メザ レ ドモ.注 射 終 止後 ハ多 ク ノ

場 合 僅 ニ夫等 ノ延 長 乃 至 増加 ヲ證 明 セ リ.之 等 ノ

各 場合,要 スル ニ本 出血 時 間 及 ビ量 ノ變化 モ亦 前

章 ノ凝 固 時 間 ノ變 化 ト略 ボ 一致 シ テ現 ハ ル ル ヲ識

ル ナ リ.

以 上 ノ成績 ヲ從 來 ノ 研 究 業績 ト比 較 セ ン トスル

ニ,之 ニ關 スル 業績 ハ甚 ダ少 ク,Bablik8ハ 雄 性

及 ビ雌 性 去 勢 家 兎 ニ テ,女 性Hormonハ 血 液 凝

固 ヲ催 準 スル モ,男 性Hormonハ 之 ヲ遲 延 セ シ

ム ト報 ゼ シモ,最 近河 合9)及 ビ那 須10)ハ 男 性Hor-

mon中 ニハ 血 液 凝 固 ヲ催 進 スル 物 質 ノ存 ス ルコ

トヲ主 張 セ リ.其 ノ他 ニハ血 液 凝固 ニ對 スル 男性

Hormonノ 影 響 ニ關 スル報 告 ニ接 セザ ル モ,余 ノ

前 述 ノ實 驗 ノ結 果 ヲ綜 合 ス レバ,河 合及 ビ那 須 ノ

説 ト軌 ヲ一 ニ シ 男 性Hormonタ ルEnarmonハ

程 度 ハ著 シ カ ラザ ル モ,血 液 凝 固竝 ニ出血 時 間 ヲ

短縮シ,出 血量ヲ減少シ,雄 性家兎去勢ハ之 ト反

對ニ凝固竝 ニ出血時間ヲ延長シ,出 血量 ノ増加 ヲ

招 來 シ,ニ ノ變化 ハ 男 性Hormonニ ヨ リ略 ボ恢

復 セ シ メ ラル ル モ ノ ノ如 シ.

結 論

男 性Hormohタ ルEnarmonト 雄 性 家 兎 ニ於

ケ ル血 液凝 固 性竝 ニ出血 時 間 及 ビ出血 量 トノ關 係

ヲ 精 査 シ,次 ノ成 績 ヲ得 タ リ.

1. 正常 家 兎 ニEnarmon (0.5cc, 15 H.E)ノ 單

囘 注 射 ハ著 シキ變 化 ヲ與 ヘ ザ ル モ,注 射 後4-6時

間ニ亙 リテ僅微ナル血液凝固時間竝ニ出血時間ノ

短縮及ビ出血量ノ減少ヲ來 スガ如 シ.

2. Enarmon(同 量)ノ 反覆 投 與 ハ注 射 開 始 第

5-6日 目 ヨ リ廢 止後 一定 期 間 ニ亙 リ 凝 固 時 間竝

ニ 出血 時 間 ノ短 縮 及 ビ出 血量 ノ減少 ヲ來 ス.

3. 去 勢 ハ 一定 期 間血 液 ノ凝 固 遲 延 出血 時 間延

長 及 ビ出血 量増 加 ヲ來 ス.

4. 去 勢 家 兎 ニEnarmonヲ 反 覆投 與 スル ニ,

投 與 中 ハ血 液 凝 固時 間,出 血 時 間 及 ビ出血 量 ハ略

ボ正 常 ニ維持 セ ラル ル モ廢 止 後 ハ 凝 固 竝 ニ出血 時

間 ノ延 長 及 ビ出血 量 ノ増 加 ヲ見 ル.即 チ去勢 ニ ヨ

ル變 化 ハ本Hormonニ ヨ リ明 カ ニ拮 抗 セ ラル.

5. 以上 ノ各 實 驗ニ 際 シ テ ノ血 中Fibrinogen

及 ビThrombin含 有 量 ノ消 長 ヲ檢 スル ニ,時 ニ不

詳 ナ ル コ トア ル モ,大 體 凝 固時 間 ノ長 短 ト一 致 シ,

即 チ 凝 固催 進 セ ラ レタル 時 ハ 兩要 素 増 加 シ其 ノ遲

延 セ ル時 ハ之 等 ノ減 少 ヲ觀 ル モ ノ ノ如 シ.

6. 雄 性 家 兎 ニ於 ケル 本Hormon竝 ニ 去 勢 ノ

影 響 ハ 一般 ニ 雌 性 家 兎 ニ於 ケ ル 女性Hormon竝

ニ去 勢 ノ影 響 ニ比 較 シ テ遙 ニ輕度 ナ リ.
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Aus dem Pharmakologischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama.

(Vorstand: Prof. Dr. Kwanichro, Okushima)

Sexualhormon und Blutgerinnung.

IV. Mitteilung.

Uber die Wirkung des mannlichen Hormons.

Von

Tadashi Shitasaka.

Eingegangen am S. Februar 1943.

Die Wirkung des rnannliches Hormons (Enarmon Takeda) auf die Gerinnbarkeit des

Blutes, auf die Blutungszeit und Blutungsmenge an mannlichen Kaninchen untersucht.

Die Resultate lassen sich wie folgt zusammenfassen:

1. Enarmon (0,5cc 15 H.E.) wirkt nach nur einmaliger Injektion auf die Gerinnbar-

keit des Blutes meist steigernd, auf die Blutungszeit verkurzend und auf die Blutungsmenge

vermindernd, die Wirkungen sind aber sehr schwach.

2. Wiederholte Injektion des Homons (gleiche Dosis 1 mal taglich, 8 Tage lang)

steigert die Gerinnbarkeit, verkurzt die Blutungszeit und vermindert die Blutungsmenge

betrachtlicher wahrend und fur eine bestimmte Zeit nach der Behandlung

3. Nach Kastration tritt 6-7 Tage lang eine Beforderung der Blutgerinnung, Ver-

kurzung der Blutungszeit und Verminderung der Blutungsmenge ein; danach wird aber

im Gegenteil die Gerinnbarkeit herabgesetzt, die Blutungszeit verlangert und die Blu-

tung smenge vermehrt.

4. Bei Kastraten von 8 Tagen nach der Operation zeigen sich bei wiederholter

Zufuhrung von Hormon (je 1 mal taglich, 8 Tage lang) keine Veranderungen der Gerin-

nungs- und Blutungsvorgange wahrend und fur eine bestimmte Zeit nach der Behandlung,

jedoch danach verzogert sich aber die Gerinnungszeit, verlangert sich die Blutungszeit

und vermehrt sich die Blutungsmenge, d.h. die Kastration und das Hormon stehen in

irgend einer antagonistischen Beziehung in den Gerinnungs- und Blutungsvorgangen.

5. Der Fibrinogen- und Thrombingehalt des Blutes in den genannten Fallen lauft

meist gleich mit der Veranderung der Gerinnungszeit, zeitweilig aber sind Zunahme bzw.

Abnahme dieser Gerinnungskom ponente unklar.

6. Die Wirkung des mannlichen Hormons an mannlichen Kaninchen ist allgemein

schwacher als die des weiblichen Tieren. (Autoreferat)
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